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【補助事業概要の広報資料】 

 

補助事業番号  ２５-１-０３７ 

補助事業名  平成２５年度 親と子のふれあい交流活動 補助事業 

補助事業者名  公益社団法人 日本クラフトデザイン協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

クラフトデザインに使用される素材の多くは自然素材である。地球の恵みともいえ

るクラフトデザインの素材を、子供たちやその親にもっと身近に感じてもらい、普

段の生活を営む中でその体験を生かして欲しいとの願いから本事業は発足した。 

子供達とその親にモノ作り・クラフトデザインの素晴らしさを伝えると共に、素材

がどこから来ているものなのか、そこにはどんな人達が関わっているのか等社会的

側面もレクチャー等を通じて伝えている。将来、この事業で学んだ方々は生活者と

して日本の文化を支えていく一人ひとりとなっていくことが期待される。今後も事

業を継続し、数多くある素材や手法を伝えていきたい。 

 

（２）実施内容 

 親子ふれあいワークショップの実施 

 ( http://www.craft.or.jp/saishin.html ) 

● -君たちの手が創る-「木の枝や木片で作るキーハンガー～自然のカタチ」 

         平成25年8月26日（月） 会場：新丸ビル10Ｆ「エコッツェリア」 

            

● -君たちの手が創る-「たて糸とよこ糸で織物アート」 

         平成26年1月12日（日） 会場：ミッドタウンタワー5F 

「インターナショナル・デザイン・リエゾンセンター」 

            

    ● 第53回日本クラフト展に於いて写真・スライドショーによる広報展示 

平成26年1月8日（水）～16日（木） 

      会場：東京ミッドタウン・デザインハブ  

           第53回日本クラフト展会場 

 

事業実施体制：実行委員会を組織し企画、準備等にあたった。委員会正会員によ

り組織、計6回実施された。  

 

http://www.craft.or.jp/saishin.html
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夏ワークショップ      冬ワークショップ       広報展示 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

 

    この事業で得たノウハウは当協会での地方での展覧会事業等でも生かしていくこ

とが可能である。また教育機関との連携を行うことで、違った角度からの検証を

重ねて多くの親子または子供たちに事業の意義を伝えていくことが考えられる。 

 この事業を体験した子供たちは１０年、１５年後には大人となって社会を担う一

人となっていく。文化とは上辺のものではなく、生活が根本にあってその上に築

かれるものである。誰もが生活者である。こうした根底を少しづつ積み重ね日本

の文化の特質を保ち、デザインの質の向上につながっていくことが期待できる。 

 

 

３ 本事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

■夏期ワークショップテキスト 
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■募集チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■冬期ワークショップテキスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

■情報誌CRAFT DESIGN 
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４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益社団法人 日本クラフトデザイン協会 

（ニホンクラフトデザインキョウカイ） 

住   所： 151-0053 

東京都渋谷区代々木1-37-20 酪農会館４０４ 

代 表 者： 理事長 岡本 昌子（オカモト マサコ） 

担 当 部 署： 事務局（ジムキョク） 

担 当 者 名： 事務局長 西川 雅典（ニシカワ マサノリ） 

電 話 番 号： 03-3370-1324 

F A X： 03-3372-4924 

E - m a i l： info@craft.or.jp    

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.craft.or.jp 
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